
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成 29 年 5 月 15 日 

発行：日本骨髄バンク事務局 

お問い合わせ：03-5280-8111 

■4月年代別ドナー登録者数(現在数) 

10 代      3,803 人 

20 代   70,224 人 

30 代     139,322 人 

40 代     201,503 人 

50 代     56,699 人 

■4月の 20 歳未満の登録者   499 人 
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■4月の区分別ドナー登録者数： 献血ルーム／640人、献血併行型集団登録会／2,253人、集団登録会／0人、その他／43人 

■4月末までの末梢血幹細胞移植(PBSCT)累計数：293 件                   注）数値は速報値のため訂正されることがあります。 

 

 3 月 4 月 現在数 累計数 

ドナー登録者数 2,071 2,936 471,551 698,977 

患者登録者数 246 220 3,514 50,834 

移 植 例 数 120 94 ― 20,641 
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国会議事堂中庭で献血とドナー登録会 

国会議事堂内衆議院中庭で、4月 19 日（水）に献血とドナー登録会が行われました。100 名以上

の方が献血されたほか、7名の方がドナー登録されました。骨髄・さい帯血バンク議員連盟の野田

聖子会長はじめ 15 名の議員が会場に訪れ、2名の方にドナー登録していただきました。ご協力いた

だいた議員会館勤務の衛視や事務担当、議員秘書の皆さまに改めて御礼申し上げます。 

3 組合団体の企業対象に「語りべ講演会」開催 

本田美奈子.さんをしのび新しい舞台作品が上演されます。苦境に立つある脚本家がラストチャンスで手

にしたのは、2005年に白血病でこの世を去った歌手・本田美奈子.を題材にした舞台化の仕事。劇作家の

日常と本田美奈子.の在りし日の姿を重ね合わせた人間ドラマとなっています。会場では骨髄バンクを支援

するPR活動が行われます。詳細は下記ホームページをご覧ください。 

○制作 舞台「minako -太陽になった歌姫-」制作委員会 （作/演出）野村トオル 

○期間 5月17日（水）～21日（日）全8公演 

○場所 ＣＢＧＫシブゲキ!!（東京都渋谷区道玄坂2-29-5 ザ・プライム6階） 

○お問い合わせ http：//stage-minako.com/ 

 全国家庭用品卸商業協同組合（以下、全家協）様の通常総会で、4 月 25 日（火）に語りべ講演会と

骨髄バンク PRが行われました。 

全家協は、国内最大の規模と実績をもつ共同仕入機構で、国内の仕入元は 600 余社におよびます。

今年は全家協創立 50 周年、また全家協協力会創立 40 周年に当たり、社会貢献の一環として、組合企

業や協力会企業でのドナー特別休暇制度普及に取り組んでいただくことになりました。 

講演会では移植経験者の後藤千英さんのお話を中心に、骨髄バンクの現状もお伝えしました。夕方

からの懇親会では問い合わせコーナーが設けられ、多くの企業からドナー特別休暇制度についての質

問をいただきました。貴重な機会をご提供いただいた全家協の皆さまに感謝申し上げます。 

 

日本骨髄バンクの現状（平成 29 年 4 月末現在） 
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舞台「minako -太陽になった歌姫-」初公演開催 
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下記の施設が新たに非血縁者間末梢血幹細胞採取施設として認定されました。 
 

■非血縁者間末梢血幹細胞採取施設 

  一般財団法人太田綜合病院附属 太田西ノ内病院 
 

これにより末梢血幹細胞採取認定施設は100施設になりました（平成29年4月末現在）。 

新規認定施設は当法人ホームページでもご覧いただけます。 

HOME＞患者さんへ＞登録から移植まで＞移植認定病院、およびドナー登録されている方へ＞面談施設一覧 

4 ＳＵＰＥＲ ＧＴが今シーズンも骨髄バンク PR とドナー登録会を実施 

平成 29 年 5 月 15 日 

発行：日本骨髄バンク事務局 

お問い合わせ：03-5280-8111 

6 非血縁者間末梢血幹細胞採取施設の認定について 

 骨髄バンクを介して骨髄または末梢血幹細胞を提供したドナーのための助成制度を導入した自治

体が新たに 10 市町加わり、全国で 287 市区町村になりました。助成内容は各自治体によって異なり

ますので直接お問い合わせください（当法人ホームページに問い合わせ一覧を掲載しています）。 
 

■新たに導入した自治体 

○平川市（青森県） ○富岡市（群馬県） ○宇都宮市（栃木県） ○古賀市（福岡県） 

○青梅市、調布市（以上東京都） ○観音寺市、土庄町、丸亀市、三豊市（以上香川県)  

5 ドナー助成制度導入した自治体が新たに 10 市町、全国で 287 市区町村に 

 ＳＵＰＥＲ ＧＴ第 2 戦が 5 月 3 日(水)・4(木)に富士スピードウェイで行われました。イベン

ト広場では骨髄バンクの PR やドナー登録会が実施され、2 日間で 15 名の方にご登録いただきまし

た。また、今年もスターウォーズファンクラブ５０１軍団 日本支部から 3 名が応援に加わり、

リーフレット配布にご協力いただきました。 

7 巨人軍支援によるドナー登録会を東京ドームで来月開催 

 昨年に引き続き、プロ野球読売巨人軍の「Ｇ hands デー」で骨髄バンク支援イベントが行われま

す。「Ｇ hand」とは、選手やスタッフ、ファンが一体となって支援の輪を広げていく読売巨人軍の社

会貢献活動プロジェクトです。6 月 3 日（土）に東京ドームでドナー登録会が行われ、野外ステージ

では PRを行う予定です。 

8 「全国骨髄バンクボランティアの集い in 東京」が開催 

 特定非営利活動法人全国骨髄バンク推進連絡協議会主催による「2017 全国骨髄バンクボランティ

アの集い in 東京」が 5 月 27 日（土）13 時から日本赤十字社 2 階大会議室（東京都港区）で開催さ

れます。当日は式典や記念医療講演のほか患者支援活動のシンポジウムが行われます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下は、医師およびコーディネーターの皆さまを対象としています。 

コーディネート関係者のコーナー 

◆会議の傍聴をご希望の方は、事前に当法人総務部までお申し込みください。 

会議名 公開・非公開 開催予定 

業務執行会議 公開・一部非公開 5月18日（木）17時半～19時半 廣瀬第2ビル地下会議室 

 ドナー安全委員会 非公開 6月 3日（土）12時半～16時半 廣瀬第2ビル地下会議室 

 通常理事会 公開・一部非公開 6月 6日（火）17時半～19時半 廣瀬第2ビル地下会議室 

  

9 当法人の会議等開催予定 
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非血縁者間骨髄採取施設認定基準 採取担当医師の条件変更について 

当法人およびＪＳＨＣＴが定めた「非血縁者間骨髄採取施設認定基準(2016.06)における認定基準

4.採取責任医師/担当医師」について、複数の施設よりご意見等をいただきました。これを受け、当

法人ドナー安全委員会にて検討した結果、採取担当医師の条件変更を行うとともに、「骨髄採取計

画書」「末梢血幹細胞採取計画書」署名欄を変更しました。 

詳細は添付資料をご確認のうえ、ご対応をお願いします。 

平成 29 年 5 月 15 日 

発行：日本骨髄バンク事務局 

お問い合わせ：03-5280-8111 

10 

 

非血縁者間骨髄／末梢血幹細胞移植診療科の当法人ホームページでの公開情報 
について ＜認定施設の医師の方へ＞ 

平成 29 年度非血縁者間骨髄および末梢血幹細胞移植施設（診療科）の認定更新に伴い、当法人

ホームページで公開している診療科情報を 4 月 27 日付で更新しました。この情報は造血幹細胞移植

を希望する患者さんや一般の方への情報提供です（※一般社団法人日本造血細胞移植学会[以下、ＪＳ

ＨＣＴ]認定の診療科についてはその旨も表記しています）。 

HOME＞患者さんへ＞登録から移植まで＞移植認定病院 

公開情報は、各診療科の連絡責任医師（ＪＳＨＣＴ認定診療科においては診療科責任医師）に事

前にお送りしたものですが、修正等がありましたら新規事業部までお知らせください。 

【連絡先】 新規事業部 TEL：03-5244-5885 E-Mail：shinki＠jmdp.or.jp 
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物流業者による造血幹細胞の運搬に関するアンケート集計結果 

マンスリーＪＭＤＰ3 月号にてご案内の「物流業者による造血幹細胞の運搬に関するアンケート」

にご協力いただきありがとうございました。集計結果は別紙をご参照ください。 

（アンケート発送数：275 件、回答数：56 件、回答率：20％ ＊骨髄/末梢血幹細胞のみの集計） 

なお、今回のアンケート結果は物流業者にも報告しました。 


